
30

　
「
枕
草
子
」
を
中
心
に
熊
倉
先

生
が
講
義
を
し
ま
す
。

●
開
講
日
と
内
容

　

第
1
回　

5
月
29
日
（
日
）

　
　

春
は
あ
け
ぼ
の

　

第
2
回　

6
月
26
日
（
日
）

　
　

祭
り
の
頃
い
と
を
か
し

　

第
3
回　

7
月
24
日
（
日
）

　
　

う
え
に
さ
ぶ
ら
う
御
猫
は

　

第
4
回　

8
月
28
日
（
日
）

　
　

清
涼
殿
の
丑
寅
の
す
み
の

　

第
5
回　

9
月
17
日
（
土
）

　
　

す
さ
ま
じ
き
も
の

　

第
6
回　

10
月
23
日
（
日
）

　
　

に
く
き
も
の

●
時　

間

　

午
後
2
時
〜
３
時
30
分

●
場　

所

　

石
橋
図
書
館
２
階
研
修
室

●
テ
キ
ス
ト

　

ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
「
枕
草

子
」
１
，９
０
０
円
、
資
料
集
９

０
０
円
、
合
計
２
，３
０
０
円

　

テ
キ
ス
ト
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
初
回
講
座
時
に
実
費
で

お
分
け
し
ま
す
。

●
募
集
定
員

　

30
名
（
先
着
順　

定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
申
し
込
み
受
付

　

５
月
15
日
（
日
）　

受
付
開
始

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
図
書
館

　

☎（
52
）
1
1
3
6

古
典
文
学
講
座
受
講
生
募
集

生
涯
学
習
だ
よ
り

 　

市
で
は
、「
い
き
い
き
輝
き

楽
習
の
ま
ち　

し
も
つ
け
」
を

目
標
に
掲
げ
、
生
涯
学
習
の
推

進
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
こ
の

ま
ち
で
生
活
を
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
地
域

社
会
を
目
指
し
、
行
政
と
市
民

自
身
が
中
心
に
な
っ
て
学
習
活

動
を
行
い
、
そ
の
成
果
・
知
識
・

技
術
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
自
己
学
習

の
支
援
と
し
て
「
し
も
つ
け
ま

ち
づ
く
り
市
民
大
学
講
座
」
を

開
校
し
ま
す
。

◎
履
修
方
法

　

関
心
の
あ
る
科
目
を
い
く
つ

で
も
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
市
民
大
学
と
し
て
の

卒
業
要
件
を
満
た
す
に
は
、
共

通
科
目
（
必
修
）
と
し
て
、「
し

も
つ
け
市
民
力
養
成
講
座
（
し

も
つ
け
大
人
塾
）」
を
受
講
の
う

え
、
専
修
科
目
（
選
択
）
か
ら

１
講
座
以
上
、
特
別
科
目
１
講

座
（
研
修
、
講
演
会
）
以
上
を

修
了
し
た
場
合
と
な
り
ま
す
。

（
年
度
ご
と
の
単
年
履
修
で
す

の
で
、
翌
年
に
単
位
は
繰
り
越

せ
ま
せ
ん
。）

受
講
生
募
集

　

し
も
つ
け
市
民
力
養
成
講
座

「
し
も
つ
け
大
人
塾
23

　

〜
下
野
の
魅
力　

見
っ
け
！
」

〝
自
分
〞
を
知
っ
て
〝
ま
ち

〞
を
知
っ
て
地
域
の
魅
力
を

再
発
見
し
、〝
ま
ち
づ
く
り
〞

や
〝
地
域
活
性
化
〞
の
ヒ
ン

ト
を
学
び
ま
す
。

●
対
象　

一
般
市
民

●
日
程　

6
4
、25
、7
9
、

9
3
、
10
1
、
8
、
29
、

11 

19
（
土
）

●
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

生
涯
学
習
情
報
セ

ン
タ
ー
（
緑
３-

５-

１
）

●
定
員　

20
名

●
講
師　

東
北
芸
術
工
科
大
学

　
　
　
　

教
授　

松
田
道
雄
氏

●
内
容　

ま
ち
づ
く
り
の
手

法
、
ま
ち
あ
る
き
、
だ
が
し

や
楽
校
、
館
外
研
修

●
費
用　

館
外
研
修
の
交
通

費
等
実
費
個
人
負
担

●
申
し
込
み　

氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
明
示
し
、
生
涯

学
習
課
へ
申
し
込
む
。

●
宛
先　

下
野
市
生
涯
学
習
課

　
　

〒
３
２
９-

０
５
９
４

　
　

下
野
市
石
橋
５
５
２-

４

　
　

☎（
52
）
1
1
1
9

　
　

ＦＡＸ
（
52
）
２
６
２
４

E-m
ail:syougaigakusyu@

city.shim
otsuke.lg.jp

●
受
講
資
格

　

本
学
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
方

　
（
原
則
と
し
て
市
内
在
住

者
、在
勤
者
、在
学
者
を
優
先
）

●
開
催
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
、

市
内
公
民
館
、
図
書
館
な
ど

●
定　

員

　

１
科
目
ご
と
に
25
名
程
度

●
履
修
体
系

　

講
座
ご
と
の
個
別
履
修
を

基
本
と
し
、
４
月
〜
３
月
の

１
期
制
と
す
る

●
授
業
数
・
授
業
時
間

　

90
分
ま
た
は
1
2
0
分
の

授
業
を
４
回
〜
８
回
程
度
で

１
科
目

●
修
了
証
の
交
付

　

講
座
ご
と
に
6
割
以
上
の

出
席
で
修
了
証
を
交
付
す
る

●
受
講
料

　

無
料
（
た
だ
し
、
材
料
費
な

ど
実
費
の
か
か
る
場
合
あ
り
）

●
申
し
込
み
方
法

　

受
講
申
し
込
み
は
、
講
座

ご
と
に
そ
の
講
座
の
主
催
部

署
（
生
涯
学
習
課
・
公
民
館
・

図
書
館
な
ど
）
に
直
接
申
し
込

む
（
詳
細
は
、
生
涯
学
習
情
報

誌
エ
ー
ル
や
今
後
の
広
報
誌
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

す
る
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）
１
１
１
９

しもつけ まちづくり 市民大学 講座

専
修
科
目

共通
科目

特別
科目

しもつけ市民力養成講座
「しもつけ大人塾 23」

市が主催、共催する講演会、研修会　など

生涯学習科
｢セカンドステージ支援講座｣
｢公民館サポーター養成講座｣
｢男の生活工房｣
｢おとこの魅力アップ講座｣
｢メンズ倶楽部－今から男みがき－｣
｢パソコンボランティア養成講座｣
｢託児ボランティア養成講座｣
｢朗読ボランティア養成講座｣
｢音訳ボランティア養成講座｣
｢読み聞かせボランティア養成講座｣
｢下野　なう！（青年リーダー講座）」

人権教育科
「市民人権講座」

青少年育成科
「青少年育成支援者養成講座」


